
第 2章 現代の経済 

2 現代経済のしくみ 

3 市場経済の機能と限界（教科書 P.126～130） 

 

▶1．市場メカニズム 〔p.126〕 

  …資源の最適配分を実現 

（1）計画経済…生産数量と価格は国家が決定→品不足でも価格変動なし 

（2）市場経済…対価を払って財・サービスを入手→品不足時は価格上昇 

    超過需要（需要＞供給）→価格〔   〕 

    超過供給（需要＜供給）→価格〔   〕 

    価格上昇 → 需要減少・供給増加 → 品不足解消 

    価格下落 → 需要増加・供給減少 → 品余り解消 

 ・〔      〕（需要＝供給のときの価格） 

 ・価格の変化→需給の調節，資源の有効利用…市場メカニズム 

 

▶2．市場の失敗 〔p.128〕 

  市場の失敗（市場の限界）…市場メカニズムがうまく働かない場合 

（1）競争の不完全性：巨大化した企業による市場支配 

  →企業間競争弱体化 

   〔     〕・独占化の進行→割高な価格（市場の価格調整が機能不全に） 

（2）情報の〔      〕 

   ：買い手の情報＜売り手の情報→高めの価格設定→売り手の信用失墜→市場取り引き不可 

（3）外部経済・〔        〕：市場取り引きを通さない利益・損失 

 

▶3．寡占化・独占化 〔p.129〕 

（1）資本の集中・集積進行（19 世紀後半〜） 

  →独占形態（〔      〕，トラスト，コンツェルン）の形成 

   （理由）規模の利益の追求 

       情報産業などでは，デファクト・スタンダードの形成が莫大な利益を生むため 

（2）市場支配の影響 

：価格の〔      〕 



  〔           〕（価格先導者）による価格設定（管理価格） 

   →・〔        〕：宣伝・広告など価格外の競争になる 

     ・高めの価格など消費者に不利益が発生 

（3）独占禁止政策：各国は独占禁止法を設けて競争を促す政策を実施 

  ・〔          〕（日本）が実施…1990 年代末 

  ・カルテル適用除外制の廃止 

  ・持株会社の解禁 

   →市場の失敗を是正する政策・制度の整備が重要 

 


